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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　緒　　　　　論
　海水の溶存化学咸分と堆積物との間には一連の物質循還系をなしていることが知られ，還境要因
　としての水底土の研究は海水の生産力の要素を究明する上に大きな意義をもっものであるがこれら
･趙積物の変化に於て水中の溶存酸素は堆積物の酸化作用の主因をなしていると考えられる7二めにそ
の程度は，直接自浄作用や還元性物質の成生等に影響するものとみられ従って内湾などの汚染の要
｀因としても重覗されるべきものと思はれる.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1）2）海洋沈積物を対称とするこから溶存酸素消費作用にっいては多くの報告炉あ!）・その意義並に要
咽にっいても詳細な嶮討炉行はれて生物や酵素並に細菌などと共に堆積物の無生物要素によっても
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）多量の溶存酸素が消費されることを指摘されている．
　筆者は内湾に於ける還境要因としでの汚染について溶存酸素消費作用の立場から追究を試みすこ.
.即ち浦戸湾はこれに流入する河川水が下水，改業腹水或は洒漑水などを包含する7こめに湾内に流入
する浮遊物も多く，これら堆積物による溶存酸素の消費もま7こ大きいことが予想される．徒って本
報に於ては不連授珊との関連と共に湾内汚染の予備的考察と.して堆積物並に底土による溶存酸素消
･費作用について研究し7このでその結果について報告する．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　研　究　方　法
　１，海底堆積物の採取
　海底土を便宜上浮遊堆積物と区別する7こめに海底堆積物とし7こ．第１図に示すような地点につい
て探泥し一部は直ちに溶存酸素消費作用の’測定に供し他はこれが分解醗酵などによ゛る変質をできる
だけ最小限度にとどめる7二めに室気にふれないように考慮しながら持帰り遠心分離により含有海水
會除去しすこのち室気乾燥し他の実験に供し北√
　2’浮遊堆積物の採取　　　　　　　　　　　C4)　　　　　　　　　　　　　　　　’‘
　第２図に示す地点について倉茂太田氏による方法　に準歿して行っすこ．即ち，内径1.5～2.5cm
.の試験管を３～５本宛竹に結束し，水底より0.5mの高さになるように打ち込み９日間放置し7二の，
ち取上げ溶存酸素消費量並に堆積量の測定に供しすこ．　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　’
　溶存酸素消費作用の測定にっいては後述の方法に従い，堆積量は直ちに3,000 r,p,m.の遠心分離
一濾過後恒量となるまで乾燥し了このち秤量して次式により算出し7二．即ち謬許諾馴苓義であ
　りこれは水平面1cm2に１日間に堆積する量である.･本法では海水の流動状況，潮汐の干満，設置
の状況などによって堆積量に大きな誤差を生するが，各管の平均値から考察するとあまり大差がみ
　られなかっ7こので湾に於ける堆積状況の大要をうかがうには十分であろうと思う．
　３，灼　熱　減　量
　常法により定量しずこ･
　４，溶　存　酸　素
　winklerによる方法により定量しｔﾆ．
　５，溶存酸素消費量
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t2）溶存酸素消費作用に関する実験犀ついては奥田，加藤氏により詳細な嶮討 がなされているが，．
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第１図　浦戸湾に於ける採泥地点 第２図　浦戸湾に於ける浮遊物質探取地点
本湾の如き多量の有機物を含有する場合などは特に充分な瞼討を要するものと思はれ?二ので本実験
に先立って予備的実験を試み本実験の諸条件を定め7こ.
　（ａ）方　法　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
　250 cc 容の試桑瓶に試泥（渦泥）をとり基礎水として現場概面水を室気の残らぬように満し密栓’
して50回宛手で張振後28.0°±0.01°Ｃの恒温楷中に24時開静置せしめだ．その後上澄液をサイフ
ォンで酸素定量用瓶に移し, winkler法により溶存酸素を定量して為らかじめ測定してTおい7こ基礎
水の酸素量より減じて試泥1CCに対する酸素の消費量を算出し7こ.
　（b）方法の嶮討
　本法に於て特に注意しなければならないことは奥田√加藤氏等も指摘しているように供試量と振
扱の条件である．浦戸湾の堆積物は特に有機物等を多量含有している7こ忿）に溶存酸素の消費もはな’
はだしくその適量を決定する了こめに玖のような実験を試みfこ．‘即ち種々な量の試泥を滋心分離によ
りセミミクロ用試験管にとって溶存酸素消費量を測定して次のような結果を得ず二．
(1) 250CC容瓶振温50回
‘供試量ｃｃ
?????????
溶存酸素消費量 cc/g
　　　　2.06
??
??
??
??
?
?
???
??
??? ?
　第　　　１　=●　表
(2) 500CC容瓶振温SO回
供試量ｃｃ
1｡0S
2.00
3.00
4.40
溶存酸素消費12 cc/g
2.22
3.17
4.03
4.85
(3) 500CC容振温機にて1時間振温
供試量ｃｃ
ｊ
溶存酸素消費量cc/g
1.40
2.43
2.90
4.31
5.55
1.16
1.79
1.97
2.41
2.60
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ごこれから･も判るように供試量の増加と共に消費量も増大する炉単位当りの消費量は逆に減少す
る．このことは供試土の単位表面に基礎水の接鯛が原因するものとみられる．そこで250CC容及び
500CC容の試桑瓶を用いて供試量と消費量との関係について嶮討し7こところ，いづれも一定量の資
２
第３図　実験方法に於ける回帰係数の嶮定
料についてのみ比較し得ることが認めら
れずこので250CC容の試梁瓶を用いて試泥
1±0.2CCの範囲に於て比較することと
しﾌﾆ．倚単位溶存酸素消費量は堆積し了こ
全資料について溶存酸素の消費量を測定
し,．これを便宜上全溶存酸素浪費量とし
て表はし，これを更に１ｇ当りの腐泥に
対する溶存酸素消費量とし了こものであり
以下この呼称に従つ了こ．．一
　試泥１±0.2CC1:はこの範囲に於て測
定するならば供試量の変動が測定誤差の
範囲内にあることを確め7こ．･又供試量がこれよりも大きい場合は24時間以内に全溶存酸素を消費し
尽し測定出来ない場合があり，且つ接鯛面積の減少や装置などを考慮し,て供試量を定め仁．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　結．果　及　考　察
　浦戸湾は流入河川水により酸素の供給炉多いす二めと水塊の移動が活発に行はれるので夏季に於け
る停滞期に於ても溶存酸素の欠乏するが如き現象は見出されなかっ記．然しながら地点別にみると
堆積物の状況によってかなり消費されていることが第２表によっても明らかヤある．垂直的にみて
も，表居及び底居ぱ溶存酸素量が少く中居附近では比較的大きい値を･示す傾向にある．このことは
表暦に於ける酸素消費物質炉不連祀暦と行動を共にすることと底居に於ける底質の酸素消費が著る
しく,．そのす二めに比較的流動の活溌な不連極暑以下の中居に於て高い溶存酸素量を示しているので
はあｰるまいか．ま7こ湾内の汚染に最も関係をもっものとみられる江ノロ川河口附近の溶存酸素にっ･
いてみる･に，江ノロ川の影饗を受けていると思はれる水域では他に比して極めて少ない値を示して
いることが知られる．
　　　　　　　　　　　　　　　第２表溶存酸素分析例
３月1S日　　奥山附近
深度
?．????????????
酸素量
5.09
5.52
5.61
5.61
5.81
5.32
S83
5.64
4.38
　　３月1S日　　仁
聶Ｔ姦こ
????
5.45
5.60
6.ce
5.95
飽和度
???????
井　田
一
飽和度
??
５月19日　　鏡川河口
深
５月19日･　　続
"　度｜　酸　素
????? ?
２．5
3
3.1
5.34
5.52
5.55
5.64
5.44
5.38
4.85
4.63
島
一斑
５月19日
深　度
-
??????????
５月19日
アコメ附近
一
酸　素　ａ
4.65
4.59
4.46
4.87
5.3ら
4.94
4.90
4.96
4.90
4.81
4.72
狭島附近
４
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表　面　水　の　溶　存　酸　素
５月31日　　　ｊ　　　６月20日
弘化台
外洋水
巣山附近
※　　８
※　　５
4.19
5.07
6.87
0.52
2.95
5.23
2.74
弘化台
?? ??
田カキ
3.34
4.48
5.03
4.98
5.22
5.ｎ
　上述の如く底暦に於･でかなり溶存酸素の消費が
行はれていると思はれ7こので，これら堆積物の性
質と吸収の様相を知るために灼熱減量並に窒素量
を測定し7こ,．その結果ヤ第３表に示す．
　灼熱減量は全般的にかなり大きな値を示し有機
物等の堆積炉大.きいごとを示している．又地点別
では陸水の流入する上湾部及び湾の袋状になっ仁
地域に於て著しく，陸水の流入と流動状況の影響
が大きいことを物語っている．最高は８点の江ノ
ロ|llで20.02･％を示し，上湾部では10～15％を示
第３表　　浦戸湾底土による溶存酸素消費量及び灼熱減量
地　点 灼熱咸jヱk％ 潟管萱cc/L 窒素mg/g 図点 灼熱減量％ 濡ぞ|rj?tcc/L 窒素ms/r
25
12
20
18
17
26
13
24
19
　2
10
14
8.17
8.38
6.88
5.92
7.99
7.56
8.59
ﾆL3.80
10.89
10.60
13.43
15.11
　2.7
･3.4
　3.0
･2.4
　2.0
　2.3
　1.8
　3.1
　1.9
　3.3
　4.6
　3.0
0.022
0.027
0.017
0.008
0.027
0.024
0.011
0.017
0.016
0.019
0.025
0.006
　1S
　29
　3
22
n
　9
30
21
　8
　4
　5
　7
　　　15.95
　　,･19.15
　　　10.34
　　　9.28
　　　8.98
　‘　15.48
　　　7.74
　　　10.71
　　20.02
1
　　　13.92
　　　14.93
　　　16.29
　　5.6
　　3.9
　　3.6
　　1.9
　　3.0
　　2.9
　　2.3
　　2.5
　　2.3
1　1.8
　　2.4
　　2.0
0.011
0.008
0.010
0.008
0.013
0.011
0.009
0.010
0.007
0.012
　　－
　　－
し，最低は18点で5.･92％で下湾部では６～９％の値を示して･いる．ま?ここの底土の溶存酸素消費量
も大体同様の傾向を示してをり最高は15点の5.6cc/Lで，最低は４点の1.8cc/Lとなっている．
?????（?）
????
―
１６
???????????
??
??
○
第４図　底質土に於ける溶存酸案消費量
　　　及び灼熱減量との関係
　　　　２　　　３　　　４
溶存酸素消費量（％） →
５ ６
　これら灼熱減量と溶存酸素消費量との相関
　分析を試み7こところ有意性が詔められすこ.
　t>toto川潔昌に昌訂＝)・郷ｔ匹
　消費にあづかる主因となるものは，所謂腐
　蝕膠質と呼ばれる状態の有機質であること
　が報告されている7こめ灼熱域量の大半が有
　機物質によるものと見倣せば浦戸湾に於て
　酸化分解を受けるべき有機質の堆積が極め
　て多く溶存酸素の低下に重要な役割を果し
　てぃると考えるべきであろう．
　　従って湾内に於ては，上湾部に多くの吸
・牧を示していることは同時に堆積する有機
　物も大きいと見倣される．そこで湾内全域
　について堆積の様相を知る鎧めに倉茂氏の‘
　行っ北と同様の方法を用いて測定し同時に
　その溶存酸素消費量を測定して第４表の様
な結果を得仁．
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５
浮遊物の堆積状況は流入河川の流動状況によって著しい差異を生じているン概して江ノロ川及び
下田川などの流入する上湾部に於て著しい;所謂腐脂罫質とみられる有機物の大半は上湾部欧多く
　　　　　　　　　　　　　　。入第　表　　４・　　　　　　　　　バ
地　点 堆　　積　　瓜 灼熱減量％ 溶存酸素消費量cc/g ｀　全溶存酸素消費量cc
　1
　2
　3
　4
　5
，6・
　7　.
　8
　9
10
11　・
12
13
14
15
16
　　　　　　　8.4
〃　■J　　　I　　●　　　1　　　　　　32.4
　　　　　　　6.ら　●･
　　　　　　12.2
　　　　　　　9.S
　　　　　　20.9
　　　　　　11.0
　　　　　　10.8
　　　　　　15.6
　　　　　　　2.b
　　　　　　　6.7
　　　　　　　7.8
　　　　　　18.4
　　　　　　27.1
　　　　　　2.2
　　　　　25.6
27.74
13.83
21.13
　9.57 ・
19.33 .■
　9.81
12.73
10.15
11.98
13.51
11.32.
19.20
11.21
12.99
23.75
18.32
　2.60
　1.78
　3.71
　3.91
　4.05
　3.82
10.73
　3.90
　0.97
　6.61
　5.34
　9.51
　5.25
　3.41
　0.30
　4.05
　　　　　・　3.46
　　　　　　　0.92　　　、
　　　　　　　0.39　　　1
　　　　　　　0.76
　　　　　　　1.65
7　　　　　1.27
　　　　　　　1.88
　　　　　　　0.65
1.　　　　2.03
　　　　　　　0.41
　　　　　　　0.57
　　　・　　2.42
　　　　　　　1.54
　　　　　　　1.00
　　　　　　　　－
　　　　　　　1.65
沈積するものと思はれる．堆積は3,5,7 ,10,及び16などの地点でいづれも陸水の影･響を受けて
いるが，江ノロ川よりの流入堆物炉最も大きい影響を呉えているようである．
　湾内に流入しすこ浮遊物は大部分上湾部に於て堆積し，そのうちの微細な粒子は全表面を覆って浮
遊する炉潮汐の干満の影響を受けて結局上湾部に於て沈積するもの炉多い．このことは底質の酸素
吸牧や或は灼熱減量から.も同様の事が考えられ上湾と下湾の境界附近ではその性質炉相当異ってい
る．
→?????
ら％
ｗ
2０
1０
第５図　浮遊堆積物に於ける溶存酸素消
　　　費量及び灼熱減量との関係
溶存酸素消費量（％）→
３
　浮遊物が沈積する過程に於てどれだけ酸
素を吸牧するものであるかは，堆積後の酸．
素消費量についてのみ測定し了二ので明らか
でないが，堆積量の多い地域の溶存酸素乃
減少などから考察すると，相当量吸収炉行
はれているのではないかと想像される.
　底質堆積物の場合と同様に灼熱域量と単
位溶存酸素消費量との相関分析を試み記と
ころ有意性炉認められなかつt:. (t<to =
2.145a-0.05)
　ま7二堆積量と全溶存酸素消費量との相関
分析の結果では有意陸が認められr:. (t>
to= 2.977<a;=･0.01）
　灼熱減量と単位溶存酸素消費量との関係
はこれに関係する堆積量などの諸要素を考
慮に入れても倚有意性が認められない．従
つて浮遊堆積物は１ｇ当りの軍位酸素吸牧能力が大きくても灼熱減量炉大きいとは限らす，浮遊物
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の中には直接吸収にめずからない砂や粘土の分布が均－でないことが，沈澱管の設置の状況による
条件の相違な･ども影響しているものとみられるが，本質的に堆積物とは酸素消費にあす･かる物質の
組成を異にしているのではあるまいか．この点に関しては沈澱管の設置を種衣な深さに於て測定し
檀討する必要があるが，これは今後の研究にま7こねばならないj
　浮遊物の全吸牧量と河川流入の関係
　溶存酸素消費能力の上では上述の様に明らかに堆積物中の有機物と関連をもっとは考えられない
ので湾全域について仝消費量を比較すると底質の堆積物と大体同様の傾向がみられる．即ち全溶存
T酸素吸数量は陸水の混入状況と大体同様の傾向を示し，汚染状況の大略を示すものとみられ興味あ
る問題である．江ノロ川葛島附近より弘化台に至る間は特に消費量が大きい．このような溶存酸素
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5）消費量からみ7二浦戸湾底質の汚染状況は前報　に於て述べ7こような水質の移動に伴う不連松面の拡
がりに比してはるかに小規模であることが知られる．然しながら上湾部での堆積物の溶存酸素消費
量が大訊ヽので，硫化水素のような還元性物質可）形成も大きく湾内の溶存酸素を著るしく減少せし
めているものと思はれる．　　　　　　　　　　　　丿
　江ノロ川流入附近及び葛島に至る間は灼熱減量や堆積量も大きいのに比して溶存酸素消費量はさ
ほど大きい値を示さない．これは比較的溶存酸素に恵まれてい‘る国分川の流入がある7こめで，溶存
酸素を或程度消費し尺して流入堆積するのではなかろうか．従って，一時的に減少を示す溶存酸素
　も，供給量･の大きいこと，流入時浮遊物の移動や溶存酸素との接鯛が活発であるから低い溶存酸素
消費量を示し，その後，潮汐の干満に件って堆積が盛となるので堆積され7こ浮遊物の溶存酸素との
･接鯛を或程度制限されて次第に分解醗酵などの変化犀件いますます溶存酸素消費量を大きい値にし
ているものと考えられる．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　摘　　　　　要
　（1）浦戸湾に於ける汚染の一要因として浮遊堆積物並に底質土による酸素消費作用を測定し7こ.
■ (2)堆積物について灼熱減量と溶存酸素消費量との組関分析を試み，底質に於ては有意性が認め
　られ浮遊物では認められなかっし
　（3）従って浦戸湾での堆積物は浮遊状のものと堆積後では溶存酸素消費にあずかる成分組成が異
ること.
　（4）溶存酸素消費物質の堆積は主として上湾部に多く溶存酸素の消費が活発に行はれて本湾の重
要な汚染源となっていることなどを明らかにし若子の考察を行っ7こ．本研究に当り御指導賜った京
都大学理学部石橋雅義教授に深謝すると共に実験に当り援助下さっ7二当教室勿今井教官並に安岡聘
之君の労を謝し7こい．　　　　　　　　　　　　　　　　　●
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